
緊 急 要 望 書 

６月２７日（水） 

国会議員５名と渡辺満久教授（東洋大学）が大飯原発敷地内を視察されました 

貴委員会として、早急に、 

大飯原発のＦ－６破砕帯について現地掘削調査を行ってください 

 

地震・津波に関する意見聴取会（活断層関係）委員 各位様 

 

政府と関西電力は、大飯原発３号の原子炉起動を７月１日（日）夜に行おうとしていま

す。 

緊急に、意見聴取会を開催され、Ｆ－６破砕帯について現地での掘削調査を実施される

よう強く要請します。 

 

◆６月２７日には、超党派の国会議員５名と渡辺満久教授（東洋大学）が、大

飯原発敷地内に入り、視察を行われました。 

 ・敷地内のＦ－６破砕帯が走っている場所を確認され、現在建物などが建っておらず、

掘削調査が可能な地点３点を確認されました。 

 ・アスファルトをはがして掘削すれば、数日でＦ－６破砕帯についての調査は可能との

ことです（埋め戻しも入れて約１週間）。 

 ・また、耐震安全上重要な施設である非常用取水路が、Ｆ－６断層をまたいでいること

も確認されました。 

 ・現地視察を行われた超党派の５名の国会議員は下記の皆さんです。 

  福島みずほ議員（社民党）、橋本勉議員（民主党）、服部良一議員（社民党）、 

三宅雪子議員（民主党）、平山誠議員（新党大地） 

 

 

◆国会議員の参加のもと、私たちは６月２５日に政府交渉を行いました。Ｆ－

６破砕帯のトレンチ北側の図は、これまで委員会で一度も示されたことがなか

ったこと等が確認されました。 

 ・大飯原発敷地内を走るＦ－６破砕帯（断層）については、 

  国の耐震バックチェックの議論の中でも、また現在の「地震・津波に関する意見聴取

会」の中でも、トレンチ北側の図（活断層の可能性を強く示唆する図）は一度も公開

されておらず、委員の皆さんには示されてこなかったこと。 

 ・トレンチ南側の図だけで、岩盤上層の砂礫層に変位がないとして、活断層ではないと

断定したこと。 



 ・交渉に出席した、保安院の担当官（御田氏）は「北側の図も示してもよかった」と述

べていました。 

・また、同日２５日夜に、地元福井県小浜市で行われた、保安院の若狭地域統括管理官

の森下泰氏を囲んだ「率直に話し合う集い」でも、同様にトレンチ南側の図しかこれ

まで示してこなかったことを確認しました。 

 

◆保安院から２６日に、トレンチ展開図の拡大版を入手しましたので、同封いたします。 

 ・６月１０日の福井県安全専門委員会で、保安院の小林耐震室長は、トレンチ展開図の

拡大版やトレンチの写真を関西電力から入手する旨を述べました。 

 ・２５日の交渉では、トレンチ展開図の拡大版は入手したが、写真については、「関西電

力が探しているが、まだ見つからない」と保安院から回答がありました。 

 

◆２６日には、経産省政務官である北神圭朗議員に、早急に破砕帯の調査を求

める要望書を提出しました。９団体の呼びかけで、短期間にもかかわらず、２

４８団体、１０，６６３筆の賛同が寄せられました。 

 

 

 以上に関連する資料を同封いたします（なお、この要望書だけ、先にＦＡＸさせていた

だきます）。 
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